





































































































































































記号 年齢 出身 外出歴 職業 教育程度 話せる言語











2.  1 声母
蔡橋方言の声母は音声的に，表３のような33種類があると観察することができる。
表3 蔡橋方言の声母
唇音 舌尖音 舌端音 舌面音 そり舌音 舌根音
破裂音 p,ph,b t, th, d k, kh, g
摩擦音 f , v s , z ɕ , ʑ ʂ, ʐ x , ɣ
破擦音 ts, tsh, ʣ ʨ, ʨh, ʥ tʂ, tʂh, dʐ
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［ʦ, ʦh, s, z, ʣ］ ［k, kh, g, x, ɣ, ŋ］ ［ʨ, ʨh, ɕ, ʑ, ʥ］
直音韻母 捉,搓,锁 ,自 ,座 哥,课 ,我 ,喝,河,饿 ／
拗音韻母 挤 ,七 ,息, 柔,齐 狗,口, ／ ,吼,猴,呕 鸡 ,气 ,希,姨,奇
　（結合関係がある場合は例字を挙げる。結合関係がない場合は「／」で示す。）
3）そり舌音について 
蔡橋方言にはそり舌音の声母グループ，［tʂ, tʂh, ʂ, ʐ, dʐ］もある。これらの声母は［ʅ］の前にしか現
れず，他韻母と結合することができない。一方，舌面音声母［ʨ, ʨh, ɕ, ʑ, ʥ］は母音［i, y］の前にの
み現れ，［ʅ］の前に現れない。こうして，そり舌音と舌面音は補い合う関係を成しているため，別個
に音素記号を使わず，同じ音素のグープ/ ʨ, ʨh, ɕ, ʑ, ʥ /として捉えることにする。
4）鼻音声母について
音節頭に立ちうる鼻音系の子音は［m, , n, ŋ］の４つである。このうち，［m　　ŋ］をそれぞれ音
素/m　　ŋ/として捉える。［ ］は拗音韻母（狭母音［i，y］）が後続する場合にしか現れず，［n］







直音韻母 ＋ ＋ － ＋
拗音韻母 ＋ ＋ ＋ －
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　以上，蔡橋方言の声母をなす子音音素は　/ p, ph, b, m, t, th, d, n , l, f,v, ʨ, ʨh, ɕ, ʑ, ʥ, ʦ, ʦh, s, z, ʣ, k, kh, g, 




開口呼 斉歯呼 合口呼 撮口呼
韻尾なし



















[tsi31] 姊 [tsy31] 走 [tsɿ31] 紫
[tshi44] 妻 [tshy44] 抽 [tshɿ44] 疵
[si44] 西 [sy44] 修 [sɿ44] 丝










































































調類 陰平 陽平 上声 陰去 陽去
調値 44 11 31 24 13
蔡橋方言の声母と声調との結合関係は表12のとおりである。
表12 蔡橋方言の声母と声調の結合関係
蔡橋方言の子音 陰平 陽平 上声 陰去 陽去
無気 p,t,ʦ,ʨ,tʂ,k,f,s,ɕ,ʂ，ʐ ＋ － ＋ ＋ －
有気 ph,th,ʦh,ʨh,tʂh,kh ＋ － ＋ － ＋
有声 b,d,ʣ, g,ʥ,dʐ v,ɣ,z,ʑ － ＋ ＋ － ＋







































（調音部位が基準）全清 次清 全濁 次濁
幇母*p 滂母*ph 並母*bh 明母*m 幇組
幇系
非母*f 敷母*fh 奉母*v 微母*ɱ 非組
端母*t 透母*th 定母*dh 端組
端系




知母* 徹母* h 澄母* h 知組
知系
庄母*ʧ、生母*ʃ 初母*ʧh 崇母*ʤh 庄組
章母*ʨ、書母*ɕ 昌母*ʨh 船母*ʥh、禅母*ʑ 章組
日母*nʑ 日組




























字母 推定音価 大部分の発音 一部分の発音
並母 *bh b ph, p
奉母 *v v f
定母 *dh d th, t
従母 *ʣh ʣ z, ʦh, ʦ
邪母 *z ʣ z, s
澄母 * h ʥ dʐ, ʦh
崇母 *ʤh ʣ z
船母 *ʥh ʥ z
禅母 *ʑ ʥ ʑ, dʐ,ɕ
群母 *gh ʥ dʐ, g, ʨh















平・上・去声 724個（100％） 565（78％） 159（22％）
入声　　　　 121個（100％） 18（15％） 113（85％）













定母（*dh） 导 təɯ31，涛thəɯ44，艇thẽ31，誕tã 24，但tã 24，掉ty24，啼ti44，挺thei31
並母（*b） 毙pi24，辫pĩ 44，笨pei31，幣pi24，背pa24，叛ph 13，phi避24，跑phəɯ31
従母（*ʣ） 贈ʦei24，剤ʦi24，造ʦhəɯ13
邪母（*z） 羡sye24, 遂suei24，続su24，袖sy24，序ʦhɨ13





















定母（*dh） 沓thɑ13，碟 thie13，牒thie13，谍 thie13，突thɯ44，特thie13，笛thi13，狄thi13
並母（*b） 拔phɑ44，白[phɑ13]，弼phi44，辟phi44，泊phʊ44，雹phəɯ44，仆phɯ44，瀑phɯ44
従母（*ʣ） 族tshɯ13，嚼tshye13，捷ʨhie13，截tshie13，凿 tshʊ13










従母（*ʣ） 杂 tsɑ24，集tsi24，辑 tsi44，疾tsi44，藉tsi24，籍tsi24，寂tsi24
澄母（* h） 宅tsie44
崇母（*ʤh） 闸 tsɑ24，炸tsɑ24





中古韻母 宕摂合口三等 * waŋ
例字 方 放 訪 紡 妨 房 亡












例字 飛 訪 符
婁底 xui44 xɔŋ31 ɣu13
蔡橋 ﬁ 44 x 31 vɯ11
株州 fei33 xoŋ41 fu13
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湘潭 fɛi33 xɔ̃41 fu13














0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
や半母音wが関与していることである




蔡橋方言などの湘語における 両唇音 ＞ 軟口蓋音 の変化は，合口三等（円唇性の介音）の韻母を
持つ場合に限られている点から，それらの言語に起きた変化と同様の音声的条件を受け，同質的なも
のではないかと考えられる。














中古韻母 灰韻*uɒi 唐韻*uaŋ 模韻*u
例字 灰 谎 胡
長沙 fei33 fan41 fu13
衡陽 fei45 fan33 fu11
邵陽 fei55 fu31 fu11
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武岡 fei44 faŋ31 vu11


















例字 灰 谎 胡
婁底 xue44 xɔŋ42 ɣu13
蔡橋 xuei44 x 42 vɯ11
漵浦 huei44 hua33 fu13/u13
株州 fei33 xoŋ41 fu13
湘潭 fei33 xɔ̃ 41 fu13
益陽 fei33 xɔ- 41 u13
（蔡橋方言以外は鲍厚星（2006）より引用）





























例字 节 结 齐 旗 酒 九 习 戏 西 希 泻 协
蔡橋方言 tsie ʨie dzi ʥi ʦy ʨy si ɕi si ɕi sie ɕie






























例字 焦 钩 走 狗 酒 够 秋 抠 锹 丘 凑 口
蔡橋方言 ʦy ky ʦy ky ʦy ky ʦhy khy ʦhy khy ʦhy khy
北京語 ⊆ʨiau ⊆kou ⊂ʦou ⊂kou ⊂ʨiou kou⊃ ⊆ʨhiou ⊆khou ⊆ʨhiau ⊆ʨhiou ʦhou⊃ ⊂khou










広い 果摂・仮摂 蟹摂 効摂 咸摂 山摂 宕摂・梗摂 江摂
狭い 遇摂 止摂 流摂 深摂 臻摂 曾摂 通摂
韻
尾
舒声の場合 なし -i -u -m -n -ŋ -ŋ










梗摂（白話音）               *ɐŋ, ɐŋ,wɐŋ, wɐŋ,æŋ,wæŋ, ɛŋ, wɛŋ,ieŋ,iweŋ
宕摂・江摂開口（非唇子音）　                           * aŋ,ɑŋ,ɔŋ
-ɑŋ/-iɑŋ
①
通摂                                             *uŋ, uŋ,uoŋ, woŋ -əŋ/-iəŋ
咸摂開口一・二等                                   *ɒm,ɑm,ɐm,am
山摂合口三等（唇子音）　                            *uɑn,wan,wæn
-ã 
②
咸摂開口三・四等                                         * ɛm,iem
山摂開口三・四等                                          *ien, ɛn
-ĩ 
山摂合口一・二等                                    *uɑn,wan,wæn




深摂                                                       * ĕm
臻摂                         *ən,uən, ɐn, wɐn, ən, uən, en, ĕn, uĕn, wĕn
曾摂開口一・三等　                                        *əŋ, əŋ


















































例字 炭 山 顔 煎 田 短 関 船 県
岩口舗鎮 tha sa ŋa ʨie die tua kua ʥye ʑye




















例字 含 敢 咸 衫 尖 欠 甜
岩口舗鎮 ɣo kua ɣo sa ʨie ʨhie die
塘田市鎮 ɣa ka ɣa sa ʨie ʨhie die











例字 中古声母 中古韻母 推定音価 蔡橋方言
米 明母 蟹開四斉 *miei mẽ
迷 明母 蟹開四荠 *miei mẽ
謎 明母 蟹開四霁 *miei mẽ
眉 明母 止開三脂 *mi mẽ
表31 蔡橋方言における鼻音韻尾となった中古開音節字
例字 中古声母 中古韻母 推定音価 蔡橋方言
模 明母 遇合一模 *mu məŋ
墓 明母 遇合一暮 *mu məŋ
募 明母 遇合一暮 *mu məŋ
母 明母 流開一厚 *məu məŋ
扭 泥母 流開三有 *ni ̆əu iəŋ










表30の変化：　　*miei ＞ mien ＞ men ＞mẽ
表31の変化：　　*mu　＞ məu　＞ məŋ














例字 中古声母 中古韻母 推定音価 蔡橋方言
肉 日母 通合三屋 *nʑĭuk iəŋ44
幕 明母 宕開一铎 *mɑk məŋ44
木 明母 通合一屋 *muk məŋ44
目 明母 通合三屋 *mĭuk məŋ44

















































例字 被 笨 淡 动 在 坐 重 柱 上 竖 近 咬 后 厚
蔡橋 bi31 bei31 dã 31 dəŋ 31 ʣa31 ʣʊ31 ʥiəŋ31 dʐʅ31 ʑaŋ31 dʐʅ 31 ʥiei31 gəɯ31 ʑy31 ʑy 31






中古声母 全清 次清 次濁 全濁
蔡橋声調
多数 陰去 陽去 陰去 陽去











中古声母 全清 次清 次濁 全濁
蔡橋声調
多数 陰平 陰去








































１   本節にあげたデータは特にことわらない限り，『邵陽県志（1978～2002）送審稿』によるものである。
２　「片」は下位グループのことであり，「小片」は「片」のさらなる下位分類である。
３　『広韻』に基づき，中古漢音の音価の再構築について，多くの先行研究が行われている。ただし，諸説の間に
は相違点が多々存在している。本稿では特にことわらない限り，王力（1980）の推定音価による。
４　中古音には平声・上声・去声・入声という４種類の声調があったと推定される。このうち，平声・上声・去
声がまとめて舒声と呼ばれる。
５　「尖音」と「団音」の名称の由来について藤堂（1960）は次のように述べている。「…それは満州文字で書い
たばあいに，ʦ,ʦʰ,sなどは頭の尖った文字で書かれ，これに対して，k,kʰ,hなどは頭の丸い文字でかかれる所か
ら起ったものであろう。」
湘語蔡橋方言の音韻体系
115
６　両地点の方言データは筆者が2008年２月に行った調査で得たものである。
７　“镯ʦɯ44”、“逐ʦɯ44”、“轴ʦɯ44”といった３つの例外がある。
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